
直 fI1i 

③ 
技能をみがき産業の開発に努め豊かな町にいたしましょう。(町民憲章より)

タイヤ公園で元気いっぱい
1，000本余りのタイヤで、ピラミ

y ド、プランコ、つり縮、 トン不

ノレ、砂場などの遊び場が旧高校跡

的一角にお目見えしました。商工

会背年昔11が支庁振里L司王業内補助を

受けてつく ったタイヤ公園だ。

立冬も過ぎ、諜きもきびしくな

りましたが、ウサちゃん公園に続

くプレゼ〆トに、子どもたちは元

気いっぱいはねまわっています。

歩，， 



写
兵
)
に
秋
の
叙

勲
で
卿
六
等
単
光

旭
日
露
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

西
国
さ
ん
は
、

昭
和
十
二
年
二
十

六

誌

で

利

別

村

消

百

判

明

ヤ

ヘ

三
十

六

年

防

組

に

入

組

、

た

び

革

な

る

市

街

地

の

年

一

一

引

:一
十

間

に

わ

た

り

火

災

に

卒

先

し

て

出

動

し

た

の

は

も

ち

年

間

も

統

計

十

回

t
f
J当
昔

話

な

消

防

力

を

守

制

官

と

し

し

て

町

民

の

す

る

た

め

、

事

業

の

か

た

わ

ら

建

千

金

て

統

計

思

想

一
掛
川
市
掛
川
一
日
日
日
立
一
一
一
肝
心

磁
さ
ん
(
地
が
か
わ
れ
、

二
十

四

年

か

ら

現

在

ま

れ

只

当

日

川

U
1ド
ト
ぃ
ド
む
か
た
わ

阿

草

副

団

長

を

つ

ιベ
プ
パ
片
山
一
り
l

ら
閣
勢
制
査
六
回
を
は
じ
め
牒
林
業
セ

j
it-
-
i
i
iuFjf院
長
池
下
先
生
ニ
ン
サ
ス
民
業
基
本
調
査
な
ど
毎
年
欠

壬
に
中
西
浩
二
先
生
(お
蹴
写
其
)
叫
か
さ
ず
従
事
し
、
ま
た
、
金
関
連
合
部

落
合
長
、
金
原
小
中
P
T
A
会
長
主
ど

が
五
代
自
の
院
長
に
就
任

中
西
先
生
は
、
昭
和
四
十
年
札
帆
医
も
っ
と
《
て
い
ま
す
。

斗
大
一
子
を
卒
業
官
、
同
医
大
第

一
内
科
な
お
、
統
計
功
労
者
と
し
て
長
谷
川

で
研
究
9

長

け

l
れ
、
四
十
五
年
か
ら
金
次
さ
ん
(
御
影
)
松
ホ
栄
さ
ん

(八

隔
石
川
国
保
病
院
の
別
院
長
を
勧
め
て
束
)
近
勝
利
光
さ
ん
(
八
束

)
U以
上

、
t
J
ヒ
o

』
叫

i
消
化
路
系
統
で
、
二
十
年
級
、
水
野
伊
三
郎
さ

i
(鈴
金
一
)

ん
町
一
む
七
一

u
u
f
t門
可
を
取
得

L

U

五
年
紙
、
に
そ
れ

f

…H2
2曜

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
主

て
い
ま
す
。

'

「
地
域
住
民
の
健
康
，
与
司
令
基
幹
病

J

永
年
勤
続
の
議
員

院
と
し
て
の
役
割
安
来
た
寸
た

J
K

と
町
職
員
を
表
彰

ず
医
療
器
械
を
充
実
し
て
い
き
た

ν
L

と
、
控
え
目
に
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す

が
、
温
厚
主
人
柄
か
ら
内
に
秘
め
た
フ

ァ
イ
ト
は
相
当
な
も
の
と
感
じ
ら
れ
ま

す
。
趣
味
は
、
川
釣
り
と
の
こ
と
で
す
。

/ 

消防一筋の西田さんに

神臓機関委
五
代
目
院
長

に
中
西
先
生

/ 

-， 

.， 

生
涯
を
通
じ
て
の
教
育

予
防
と
ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
管
理

{保
健
衛
生
〕

町
民
の
健
康
保
持
は
相
当
改
普
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
先
進
地
域
に
比

べ
成
人
病
、
乳
児
の
死
亡
率
、
母
子

保
健
在
ど
著
し
い
遅
れ
を
示
し
て
お

り
‘
こ
れ
を
打
破
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
保
健
鮒
の
確
保

と
、
保
健
所
や
町
内
の
医
療
機
関
と

の
密
接
な
辿
般
に
よ
り
、
各
般
の
予

防
接
種
、
定
期
検
診
の
徹
底
、

目
前
の
術
生
教
育
、
生
活
指
却

を
推
進
し
ま
す
。

国
保
病
院
は
、
町
民
に
密
着

し
た
基
幹
病
院
と
し
て
医
療
技

術
の
高
度
化
と
設
備
の
充
実
主

|社会開発計画

ど
総
合
的
な
整
備
を
早
急
に
進
め
ま

す
。
ま
た
、
夜
間
の
緊
急
受
診
の
た

め
、
当
直
医
療
機
関
制
を
取
り
入
れ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

』
お
も
な
事
業

1
へ
き
地
忠
者
輸
送

車
滋
入
、
国
保
病
院
の
増
改
築
、
医

療
保
械
の
蛇
術
、
医
師
住
宅
の
建
設

{公
害
対
策
]

公
害
は
む
ず
か
し
い
間
姐
が
内
悲

し
て
い
ま
す
が
、

地
場
産
業
の
育
成

や
将
来
誘
致
す
る
企
業
に
つ
い
て
も

公
告
の
未
然
防
止
を
基
制
と
し
て
、

発
生
源
に
対
す
る
指
導
や
規
制
を
行
、

い
、
産
業
振
興
と
生
活
環
境
の
制
利

を
図
っ
て
そ
の
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

e 

体育の自の 「みんなで遊ぼう会」生活にス

ポーツを取り入れるのも健康管理のひとつ。

本
部
長
も
兼
務
す
る
な
ど
そ
の
大
半
を

部
下
団
員
の
統
車
、
指
仰
に
あ
た
り
信

頼
を
一
身
仁
あ
つ
め
て
い
ま
す
。

/
三
上
さ
ん
に
は

道
社
会
貢
献
賞

町
で
は
、
蛍
草
条
例
に
よ
り
か
年
動

続
の
何
時
禍
会
議
只
と
町
職
員
を
、

十
一

円
三
日
町
民
セ
ン
タ
ー
で
次
の
と
お
り

表
彰
し
ま
し
た
。

お
も
な
事
業
H

悪
臭
処
理

{教
育
文
化
]

住
み
よ
い
町
、
文
化
ホ
惜
の
高
い

町
づ
く
り
の
た
め
、
次
代
を
に
な
う

子
ど
も
を
健
全
に
育
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
近
年
、
児
童
生
徒
数
の

減
告
が
み
ら
れ
、
今
後
も
こ
の
傾
向

が
統
〈
も
の
と
忠
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

に
よ
る
人
口
の
中
心
市
街
地
集
中
が

予
想
さ
れ
る
の
で
、
学
校
の
統
廃
合

を
行
い
、
施
設
の
万
全
と
通
学
の
足

を
確
保
し
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
校
舎

の
改
築
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
技
能
な

ど
学
校
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

最
近
、
社
会
構
造
や
生
活
様
式
の

必
激
な
変
化
に
適
応
す
る
生
涯
を
通

じ
て
の
教
育
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
民
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
施
設
を

活
用
し
た
各
回
学
級
、
鵡
庄
の
開
設
、

百
世
年
、
成
人
、
姉
人
.
家
庭
教
育

の
効
果
的
な
推
進
な
ど
、
指
導
体
制

の
確
立
に
努
力
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
底
辺
人
口
を
拡
大
し

町
民
の
健
康
と
体
位
の
向
上
を
図
る

た
め
、
品
種
社
会
体
育
施
設
の
盤
側

充
実
、
ス
ポ
l
y
A
Y年
図
的
育
成
、

指
導
者
の
養
成
を
推
進
し
ま
す
。

お
も
な
事
業
H
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
新
設
、
中
学
校
統
合
校
舎
建
設
、

町
民
体
育
館
建
設
、
巡
動
公
図
強
制
、

ス
キ
l
ジ
ャ
ン
プ
台
控
備
、
ス
ポ
ー

ア
巡
回
車
導
入

広
報
フ
ァ
イ
ル
を
配
付

マ
阿
級
会
級
品

(五
間
以
上
)

今
野
伝
、
加
藤
五
郎
、
丸
山
九
内
、

藤
村
徳
蔵
、
長
谷
川
敬
一

守
町
職
員
(
二
十
年
以
上
)

古
畑
正
勝
、
今
野
佑
、
吉
田
英
俊
、

大
塚
勝
三
、
芳
賀
鈴
夫
、
笹
森
陥
干

/
/
あ
り
が
と
う

献

血

功

労

者

J
a
の
献
血
H

は
、
町
民
の
み
な
さ

ん
の
理
解
と
協
力
で
献
血
車
に
よ
る
採

血
車
も
上
昇
し
て
お
り
、
多
く
の
尊
い

生
命
が
救
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
二
十
二
回
献
血
に
協
力

し
た
小
西
敏
明
さ
ん
(
末
広
町
)
に
日

本
赤
十
字
社
か
ら
金
色
特
別
社
員
章
、

ま
た
、
十
回
以
上
の
次
の
方
々
に
は
銀

色
特
別
社
凶
器
が
附
ら
れ
ま
し
た
。

栗
山
幸
雄
(
東
町
)
栗
山
ハ
ナ
(
東

匂

こ
と
し
の
春
に

B
型
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
流
行
し
、

町
内
の
学
校
で
も

学
級
閉
鎖
さ
れ
ま

し
た
が
、
こ
れ
か

ら
冬
に
か
け
て
再

び
大
流
行
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

日
型
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
症
状
は
、

他
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
特
に
川県
な

り
ま
せ
ん
が
、
突

然
三
八
i
四

O
皮
の
出
熱
で
発
病
し
、

顕
怖
や
腰
姉
、
全
身
け
ん
怠
、
ま
た
の

ど
の
鮪
み
や
せ
き
、
鼻
水
な
ど
が
で
で

き
ま
す
。

三
、
凶
日
で
熱
も
下
が
り
、

一
週
間
ぐ
ら
い
で
寺
お
る
の
が
普
通
で

-。
d

，
 
単
な
る
カ
ゼ
と
い
い
か
げ
ん
な
気
持

ち
で
い
ま
す
と
、
肺
炎
や
結
核
、
心
臓

病
な
ど
を
併
発
し
た
り
し
て
、
と
り
か

え
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
防
ぐ
た
め
に
は

@
栄
養
を
十
分
に
と
る
@
適
当
な
運
動

で
か
ら
だ
を
鍛
え
る
@
休
養
と
睡
眠
を

十
分
に
と
る
@
外
出
か
ら
帰
っ
た
と
き

は
ウ
ガ
イ
を
す
る
ー
な
ど
と
と
も
に
予

防
接
種
を
受
け
る
こ
と
も
た
い
せ
つ
で

す
。
町
で
は
、

十
二
月
初
旬
か
呂
各
学

院
に
出
旬
、
H
r
E也
L
tす
。
手

1

瞬静渦宥嬬符|
インフル工ンザ

広
報
H

い
ま
か
ね
u

の
保
有
に
ー

と
、
フ
ァ
イ
ル
(
表
紙
カ
バ

l
)
を

全
世
帯
に
配
付
し
ま
し
た
。

フ
ァ
イ
ル
は
、
高
原
以
範
牧
坊
と

町
長
セ
ン
タ
ー
の
美
し
い
カ
ラ

1
写

其
で
色
ど
ら
れ
、
町
民
憲
章
ゃ
く
ら

し
の
知
織
な
ど
も
載
っ
て
お
り
、

二

年
分
ほ
ど
つ
づ
れ
ま
す
。

広
報
紙
は
、
町
政
と
事
庭
を
結
ぶ

か
け
橋
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
町
の

あ
ゆ
み
を
し
る
す
も
の
と
し
て
の
役

制
り
も
あ
り
ま
す
。
た
い
せ
つ
に
保

存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

町
)
佐
々
木
哲
也

(末
広
町
)
高
田
純

子
(
本
町
)
本
山
行
雄
(
東
町
)
奥
弁

忠
男

(栄
町
)
杉
林
睦
子
(
南
町
)
佐

久
附
優
一

(本
町
)
秋
山
芳
夫
(
本
町
)

池
田
出
響

(八
束
)
今
野
佑
(市
羨
町
)

佐
瀬
秀
殺
(
布
美
町
)

@
町
職
員
の
人
事
@

{
十
円
十
五
日
付
〕

守
町
長
謀
住
民
係
長
華
交
通
安
全
係

長
宮
沢
昭
雌
マ
国
保
病
院
庶
務
係
長

兼
経
躍
係
長
大
塚
勝
三

+ 震健 納矧

号回 康保 内1: 

干日ま 墜物払 納

で宝 めよ

期、， う

日
程
は
、
後
ほ
ど
お
知
ら
せ
し
ま
す
が

家
族
そ
ろ
っ
て
受
け
、
川
出
版
で
梨
し
い

冬
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

適
確
な
防
除
方
法

が
な
い
カ

メ
ム
シ

今
金
市
街
地
裏
山

一
体
や
美
利
河
で

ス
コ

y
ト
カ
メ
ム
シ
が
大
発
生
し
て
い

ま
す
が
、
今
金
保
健
所
で
道
立
衛
生
研

究
所
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
「
北
海
道
で

は
北
年
に
わ
た
り
被
害
を
受
け
て
い
る

が
、
今
だ
に
適
確
な
防
除
方
法
が
な
く

被
害
を
少
し
で
も
減
少
さ
せ
る
対
応
処

世
を
講
ず
る
よ
り
な
い
」
主
ど
、
次
の

よ
う
な
田
容
が
き
ま
し
た
。

マ
人
家
へ
は
、
冬
眠
活
動
を
附
始
す
る

秋
季
に
建
物
の
狭
い
す
き
間
を
本
能

的
に
好
ん
で
侵
入
す
る
。
各
は
、
冬

眠
の
た
め
人
家
に
潜
ん
で
い
る
。

マ
侵
入
す
る
時
期
は
低
湿
則
で
、
殺
虫

剤
を
使
用
し
て
も
ほ
と
ん
ど
効
果
が

主
く
、
か
え
っ
て
刺
激
を
与
え
誕
臭

が
噌
大
す
る
。

マ
確
実
に
張
ら
れ
た
防
虫
網
は
効
果
が

あ
る
が
、

二
l
五
J
の
す
き
川
に
も

容
易
に
侵
入
す
る
の
で
、
い
い
加
減

な
補
修
は
か
え
っ
て
誘
導
す
る
。

マ
揃
集
す
る
時
は
、
瞬
間
的
に
殺
す
か

鑓
な
ど
で
払
い
落
す
よ
う
に
し
て
古

封
筒
や
紙
袋
に
受
け
て
、
早
め
に
袋

ご
と
焼
き
す
て
る
。
活
気
締
除
機
に

よ
る
掛
川
端
も
よ
い
が
、
ム
シ
を
あ
ま

)
こ
う
J

こ

E
Z
-
3
0

[2 ) 

(3 ) 



た
ち
の
町
ぷ
プ
金
H

を
住
み
よ
く
す
る
た
め

は
、
生
活
環
境
、
教
育
施
設
、
経
済
基
盤
、
社

の
整
備
充
実
を
柱
に
、
こ
と
し
も
約
五
億
円
に
の

設
事
業
を
計
画
し
ま
し
た
が
、
初
冬
を
迎
え
て
工

ピ
ァ
チ
。

八
億
円
余
の
園
、
遊
資
導
入
事
業
と
合
わ
せ
、
北

山
の
中
心
農
業
都
市
と
し
て
大
き
く
生
ま
れ
変

っ
て
き
て
い
ま
す
。

お
も
な
雄
投
工
事
を
写
其
で
み
て
み
ま
し

ょう'。

t
hM 
S
R
B
 

町
で

会
福
祉

ぽ
る
建

事
は
急
約
十
部
桧わことしの建設工事

」合、
7 

金
小
も
完
成

6カ年針画の今金小改築工事は

予定より I年早<12月中旬完成し

ます。総工費27，600万円をかけた

モデル校舎に子どもたちも大事び。

J-
Z
J
 

d

消
防
庁
舎
、
二
年
計
画
で

一

F

消
防
庁
舎
は
、
こ
と
し
か
ら

回

ニ
カ
年
計
画
で
新
築
さ
れ
ま
す

聞
が
、
役
場
庁
舎
舗
の
敷
地
で
基
一

曲
礎
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
鉄

咽
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
で

ム

延
べ
面
積
は
七
百
三
十
平
方

μ

総
工
貨
五
千
七
百
万
円
で
す
。
一

町
道
は
、
下
金
原
稿
(
写

呉
)
と
濁
川
崎
の
永
久
縮
化

を
は
じ
め
、
申
暗
線
の
街
路

事
業
、
旭
線
、

，極
川
停
車
場

線
田
鍋
接
な
ど
着
々
と
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

J¥ 

老
朽
化
し
た
時
団
地
の
公
益
住
宅
を
取
り
こ
わ

し
、
新
た
に

一
種
八
戸
、

ニ
紐
十
戸
を
建
段
。
十

一
月
中
に
完
成
の
予
定
で
す
。

〕4
 
〔

面dE薗掴

町が援助し、社会初祉法人光

の里が建設している料神薄弱者

更生施設は、恵まれた環境のやl'

丘にその外容を表わしてきまし

た。 2月中に完成の干定ですが

町民の善意も相次いでい来す。

各種の集会や研修の場にーと

昨年の種川に続き、こと Lは盟

回に生活館を建設しています。

12月中旬に完成Lます。

花
石
の
簡
易
水
道
工
事
は
、
現
在
配
水
管
が
布
設

(官一

μ
)さ
れ

て
者
り
、
十
二
月
中
旬
ま
で
に
給
水
の
予
定
で
す
。
な
お
、
玄
問
、

ト
マ
ン
ケ
ン
地
区
に
も
簡
易
給
水
施
設
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

".y 

'制

ず

L

a
F
 

待
望
の
町
民
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た

が
、
直
前
線
の
制
装
、

排
水
溝
も
艶
備
、

き

れ
い
な
環
境
に
な
り
ま
し
た
。

曹三二・
一一 "~ 

岬

( 5 J 



〈わたしの主張〉交通事故死ゼロへの願いJ 

ドー東京でド

親
が
良
い
手
本
を
示
す
こ
と

交
通
安
全
協
会
長

松

浦

車
道
と
歩
道
の
区
別
の
な
い
道
路
で

小
さ
な
子
ど
も
さ
ん
が
ひ
と
り
で
よ
ち

よ
ち
遊
ん
で
い
る
の
を
見
か
け
、
川
崎
わ

ず
「
ド
キ
γ
」
と
す
る
こ
と
は
、
私
だ

け
で
な
い
と
思
い
ま
す
。

交
通
事
故
の
統
計
で
、
歩
行
者
の
年

武

雄

み
ん
な
の
心
構
え
と
自
覚
で

交
通
安
全
指
導
員

白

石

光

喜

交
通
事
故
死
全
国
一
の
汚
名
返
上
も

さ
る
こ
と
な
が

ι
「
事
故
を
少
し
で
も

減
ら
し
た
い
」
と
交
通
指
導
に
当
っ
て

い
ま
す
が
、
事
故
が
起
き
た
と
聞
く
な

り
冷
ホ
を
浴
び
た
よ
・2
に
ギ
ク
y
と
し

夜
題
ル

1
ル
を
よ
く
守
っ

4君主-君主主--

て

交
通
安
全
指
導
員

岡

本

進

私
が
街
耐削
指
却
を
し
て
い
て
特
に
固

な
つ
こ
と
は
、
歩
行
者
の
信
号
無
視
が

多
い
こ
と
で
す
。

子
ど
も
や
お
年
寄
り
の
死
亡
事
故
が

多
い
現
況
に
対
し
で
も
、
今
一
度
路
上

に
お
け
る
歩
行
殺
務
の
反
省
が
十
分
う

円

ン今
金
が
誇
る
郷
土
芸
能
向
狩
場
太
鼓
H

が
誕
生
し
て
二
年
、
念
願
だ
っ
た
東
京

の
晴
れ
舞
台
を
踏
み
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
道
似
光
述
盟
が
東
京
都
池

袋
の
東
武
デ
パ

ー
ト
で
附
い
た
北
海
道

の
物
産
と
観
光
展
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

に
選
ば
れ
て
、
十
月
二
十
、
二
十
一
日

おしらせ

の
両
日
出
演
し
た
も
の
で
す
。

狩
場
太
鼓
は
、
商
工
会
青
年
部
が
郷

土
の
心
の
寄
り
ど
こ
ろ
に
な
る
よ
う
な

仰
は
や

L
H
を
つ
く
ろ
う
と
、
昭
和
四

十
六
年
八
月
の
産
業
ま
つ
り
に
生
ま
れ

た
も
の
で
、
作
曲
、
張
り
付
け
の
加
賀

谷
定
さ
ん
(
件
八
幡
町
)
を
は
じ
め
、
打

.身障者職業訓練生を募集

砂川市の道身体陣害者職業訓練

校では、昭和49年度の訓練生を次

により募集しています。

b応募資格 義務教育修了程度の

学力があ り、障害部位の症状が

固定している人。

b入校ml日昭和49年4円

b訓練科目 洋服、建築製図、印

刷技術、時計修理、木材工芸、

齢
別
死
者
を
兄
ま
す
と
、
幼
児
が
二
五
て
、
繰
り
返
し
、
繰
り
返
し
教
え
込
む

%
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
と
で
す
。
子
ど
も
は
、
い

っ
た
ん
身

か
わ
い
い
幼
児
を
交
通
事
故
か
ら
守
に
つ
け
た
き
ま
り
や
習
慣
を
し
っ
か
り

る
こ
と
は
当
面
の
課
題
で
す
が
、
こ
れ
守
る
習
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。

は
他
人
に
ま
か
せ
る
こ
と
な
く
、
日
常
お
母
さ
ん
が
た
は
@
信
号
を
守
る
@

の
家
庭
生
活
の
中
で
考
え
て
い
く

こ

と

標

識

、
標
示
に
し
た
が
う
@
交
通
抵
の

が

た

い

せ

つ

だ

と

忠

い

ま

す

。

多

い
道
路
や
踏
切
の
近
く
で
遊
ば
せ
な

交
通
安
全
教
育
は
、
よ
ち

よ

ち

歩

き

い

@
幼
児
が
道
路
を
歩
い
て
い
た
ら
手

始
め
る
赤
ち
ゃ
ん
の
と
き
か
ら
始
ま
る
助
け
を
す
る
@
道
路
で
の
自
転
車
遊
び

と

い

わ

れ

て

い

ま

す

。

を

さ

せ

な

い

l
主
ど
、
交
通
の
き
ま
り

親
が
良
い
手
本
を
示
す
こ
と
。
そ
し
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
す
。
そ
れ
は
、
負
傷
し
た
人
、
負
傷

さ
せ
た
入
、
そ
れ
が
歩
行
者
で
あ
れ
運

転
者
で
あ
れ
、
皆
問
機
に
被
害
者
に
な

る
事
を
考
え
た
と
き
、
ど
う
し
た
ら
そ

れ
を
妨
げ
る
の
だ
ろ
う
、
ど
ん
な
ア
イ

デ
ア
を
ぶ
っ
つ
け
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う

と
、
い
つ
も
腐
心
し
て
い
ま
す
。

明
る
く
識
し
い
家
庭
も
一
瞬
に
し
て

消
え
去
る
交
通
事
故
。

道
路
を
よ
く
す
る
と
か
、
税
制
を
強

か
が
え
る
と
こ
ろ
で
す
。

事
故
に
あ
っ
て
か
ら
悔
や
む
よ
り
も

日
ご
ろ
の
交
通
法
規
と
交
通
道
徳
の
認

織
が
た
い
せ
つ
な
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
・フ
か
。

秋
も
深
ま
り
、
い
よ
い
よ
各
将
車
の

お
と
ず
れ
と
年
末
を
控
え
て
、

車
の
運

転
手
、
歩
行
者
に
と
っ
で
は
、
朝
夕
の

冷
え
込
み
に
よ
る
路
上
の
ス
リ

ァ
プ
な

ど
思
わ
ぬ
事
故
が
発
生
す
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。
運
転
者
は
、

4
の
持
殊
条

大観衆に雄壮なバチさばきを敏露

ち
手
は
み
な
商
庖
の
若
い
働
き
手
。

町
内
の
催
し
は
も
ち
ろ
ん
、
最
近
で

は
函
館
、
札
幌
に
も
引
っ
張
り
だ
こ
。

特
に
昨
年
十
月
に
は
、
商
工
会
青
年
部

の
北
方
領
土
返
還
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
参
加

ノ
サ

y
プ
岬
で

u
n
M
に
響
け
H

と
太
鼓

を
打
ち
鳴
ら
し
、
一
蹴
有
名
に
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
こ
と
し
は
全
道
太
鼓

大
会
に
出
場
し
、
道
縦
速
に
認
め
ら
れ

て
今
回
の
出
場
に
な
り
ま
し
た
。

デ
パ

ー
ト
の
待
段
舞
台
で
は
、
狩
場

山
ろ
く
で
の
猛
練
習
で
自
信
満
々
。
「

春
は
淡
い
防
の
光
の
中
に
残
宮
が
目
に

、
し
み
る
山
」
の
由
来
記
を
パ
ッ
ク

に
、
空
色
の
半
天
に
豆
絞
り
の
は
ち
帯

き
で
ー
オ

l
リ
ャ

l
」
の
若
さ
め
ふ
れ

る
か
吋
声
、
ド
i
ン
、
ド
ド
l
ン
、
タ

γ
夕
、
と
力
強
い
太
肢
の
音
が
広
い
庖

内
い

っ
ぱ
い
に
こ
だ
ま
、
集
ま
っ
た
観

衆
か
ら
大
き
な
拍
手
を
浴
び
ま
し
た
。

ま
た
、
弘
マ
金
の
産
業
と
観
光
を
紹
介

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
く
ば
り
、
躍
進

今
金
の

P
R
に
も
ひ
と
役
買
い
ま
し
た
。

化
す
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
対
策
が
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
要
は
、
歩
行
者
・

も
、
自
転
車
に
最
る
人
も
、
市
中
を
逆
転

す
る
人
も
、
も
う
少
し
初
歩
的
な
原
点

に
た

っ
て
決
め
ら
れ
た
法
や
規
則
に
紫

直
に
し
た
が
い
、
自
分
で
自
分
を
守
る

積
極
的
な
心
構
え
と
自
党
を
も
っ
て
く

れ
た
ら
、
悲
惨
な
交
通
事
故
は
必
ず
な

く
な
る
と
雌
心
し
、

今
後
も
指
碍
を
税

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

件
を
よ
く
理
解
し
、
交
通
環
境
に
対
応

し
た
交
通
ル

1
ル
を
よ
く
守
っ
て
も
ら

い
た
い
も
の
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
寒

さ
も
き
び
し
く
な
り
「
チ
ヨ

γ
と
い
っ

ぱ
い
」
の
機
会
も
多
く
な
る
と
也
い
ま

す
が
、
酒
を
飲
ん
で
の
巡
転
は
絶
対
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

明
る
い
軍
庭
は
健
康
が
第
一
で
す
。

一
人
ひ
と
り
の
努
力
で
、
交
通
事
故
だ

け
は
絶
対
起
こ
さ
な
い
町
に
し
た
い
も

の
で
す
。

しらく注
意
し
よ
う

灯
油
の
取
り
扱
い

灯
油
の
使
用
量
が
多
く
な
る
シ
ー
ズ

ン
に
主
り
ま
し
た
。

灯
油
の
危
険
性
を
無
視
し
た
取
り
扱

い
、
ま
た
、
慣
れ
す
ぎ
に
よ
る
不
注
意

な
ど
か
ら
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

み
な
さ
ん
の
家
庭
で
も
灯
油
の
正
し
い

取
り
扱
い
を
よ
く
守
り
、
楽
し
い
冬
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

マ
百
料
以
上
貯
蔵
す
る
と
き
は
町
長
に

電子機器、写真植字など。

b訓練期間 1年

b入校中の経費無料

b寄宿舎全員入寮できます。

b 砕しくは、役場福祉労政疎へ。

.危険物取級者同鵬習を受付ょう

危険物の取扱作業に従事する危

険物取扱者の保安に関する隅習会

が次により聞かれます。昭和44年

5月31日以前に免状の交付を畳け

た人は必ず受講しなければなりま

せん。11月30固までに桧山支庁に

申し込んでください。

[> :w也』科目 危険物関係法令の改
正点、危険物施設の問題占や保

安対策、安全管理の知織など

1> :~習日 12月10日から49年3月

10固までに指定する日

b緋習場所江差町

P受純手数料 800円

m
山
歳
を
過
ぎ
た
ら

婦
人
科
検
診
を

(6) 

こ
と
し
の
婦
人
科
検
診
は
、

十
二

月
十
五
日
と
十
七
日
町
民
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
す
。

年
々
検
診
を
受
け
る
方
が
ふ
え
、

子
宮
ガ
ン
の
予
防
、
早
期
発
見
に
役

だ
っ
て
い
ま
す
。
他
の
ガ
ン
に
比
べ

で
検
査
も
簡
単
に
で
え
ま
す
。

三
十
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
年
に

一
回

は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
希
望
者

は
、
役
場
衛
生
係
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
先
着
二
百
人
ま
で
で
、
間

用
の
自
己
負
担
は
三
百
五
十
円
で
す
。

図
感
謝
し
ま
す
固

。
九
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
大
き
な

災
害
を
受
け
た
渡
島
南
部
の
方
々

を
救
護
す
る
た
め
に
、
各
都
世
帯
町

内
会
を
通
じ
て
二
十
七
万
四
百
五

十

一
円
(
十
月
三
十
日
現
在
)
の

義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
、
町
で
は
、

さ
っ
そ
く
日
赤
北
海
道
支
部
を
通

じ
て
被
災
者
に
贈
り
ま
し
た
。

。
光
の
里
建
設
資
金
に
、
瀬
棚
町
手

を
つ
な
ぐ
親
の
会
か
ら
五
千
円
、

.長
谷
川
敬
一
さ
ん
(
目
進
)
か
ら

病
気
全
快
祝
返
し
を
や
め
て
三
万

円
、
町
出H
年
団
体
迎
絡
協
か
ら
ダ

ン
ス
パ

l
テ
!
の
益
金
七
千
四
十

五
円
、
細
田
征
夫
さ
ん
(
高
美
町
)

か
ら
結
婚
を
記
念
し
て
五
千
円
が

そ
れ
ぞ
れ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

届
け
出
て
『
少
量
危
険
物
取
扱
所
』

の
表
示
を
す
る
。
(
一
般
家
庭
で
貯

蔵
で
き
る
の
は
五
百
川
的
未
満
)

守
屋
外
の
場
合
、
可
燃
物
か
ら
二
訂
以

よ
離
し
、
で
き
れ
ば
モ
ル
タ
ル
で
囲

む
な
ど
安
全
な
殻
備
を
す
る
。

マ
石
油
ス
ト
ー
ブ
へ
の
給
油
は
、
必
ず

火
が
消
え
た
あ
と
に
す
る
。

マ
油
虫
計
に
示
さ
れ
て
い
る

一
定
量
以

上
は
、
絶
対
に
入
れ
な
い
よ
う
に
す

る。
マ
給
油
し
た
あ
と
の
こ
ぼ
れ
油
は
、
完

全
に
ふ
き
取
る
習
慣
を
つ
け
る
。

守
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
付
近
に
は
、
燃
え

や
す
い
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
注
意

す
る
。

守
外
出
す
る
と
き
、
寝
る
と
き
は
、
石

油
ス
ト
ー
ブ
を
必
ず
消
す
。

マ
ス
ト
ー
ブ
の
中
や
燃
料
削
節
鵠
の
ま

わ
り
の
掃
除
を
す
る
。

マ
近
所
に
老
人
、

心
身
障
害
者
宅
な
ど

が
あ
れ
ば
、

正
し
い
取
り
扱
い
を
や

さ
し
く
指
導
し
て
あ
げ
る
。

.年賀状は12月22日までに

年末は平常時に比べてどう Lで

も郵便物の差し出しが多くなりま

す。贈答用小包は12月15固までに

年賀状は12月15日から22固までに

お出しください。

同居者やお子さんあての郵便に

は、世帯主の肩がきを忘れずにs'
i また、郵便番号は正しくはっ

きり暫くと早〈届きます。

(今金郵便局)

(7 ) 



固
農
業
委
員
会
の
あ
っ

せ
ん
で

税

制

上

牒
業
経
一
品
の
安
定
と
向
上
を
図
る
た

め
に
は
、
ま
ず
経
誕
地
を
拡
大
し
て
ゆ

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
農

地
の
売
買
が
経
菌
規
模
の
拡
大
、
農
地

の
集
同
化
な
ど
に
役
だ
つ
よ
う
「
農
地

移
動
適

4
化
あ

っ
せ
ん
事
業
』
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
農
地
を
売
り
た
い
、

あ
る
い
は
買
い
た
い
と
い
う
人
が
、
農

業
委

μ会
に
そ
の
旨
を
申
し
出
る
と
、

香

μ会
が
適
当
な
口
い
手
、
売
り
手
を

決
め
て
あ
っ
せ
ん
を
す
る
こ
と
に
在
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
あ
っ

せ
ん
に
よ

っ
て

売
口
を
す
る
と
‘
次
の
よ
う
な
恩
恵
を

畳
け
る
こ
と
が
で
ぎ
ま
す
。

ま
ず
、
税
金
の
関
係
で
は
、
あ
っ
せ

ん
に
よ
り
農
地
を
売
る
と
、
譲
渡
所
得

税
の
剖
算
で
一
一
百
五
十
万
円
の
特
別
控
'

除
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
あ
っ
せ
一
に

よ
り
農
地
を
阿
っ
た
場
合
に
は
、
登
録

免
許
税
の
税
率
が
千
分
の
五
十
か
ら
千

分
の
六
に
軽
減
さ
れ
、
さ
ら
に
不
動
産

取
得
税
の
諜
税
額
も
価
格
の
三
分
の
一

が
控
除
さ
れ
ま
す
。

次
に
、
農
地
取
得
の
資
金
に

つ
い
て

は
、
あ
っ
せ
ん
に
よ
り
買
う
場
合
、
農

林
漁
業
金
融
公
庫
の
取
得
資
金

(
利
車

三
分
五
座
、

二
十
五
年
償
還
)
を
優
先

的
に
借
畳
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も

利

占
u

こ
の
ほ
か
、
農
業
桝
造
改
普
事
裁
実

胞
地
区
内
で
は
、
委

μ会
が
必
裂
な
土

地
の
測
駄
を
し
て
く
れ
ま
す
。

な
お
、
売
買
の
相
手
方
を
自
分
で
決

め
て
か
ら
あ
っ
せ
ん
の
申
し
出
を
し
て

も
香

μ会
は
あ
っ
せ
ん
を
し
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
農
業
委
員
会

に
事
前
に
申
し
出
る
こ
と
が
た
い
せ
つ

で
す
ロス

ポ
ー
ツ
障
害
保
険
で

安
心
し
て
ス
キ
ー
を

も
う
す
ぐ
ス
キ
シ
ズ
ン
で
す
が

年
ご
と
に
ケ
ガ
を
す
る
人
も
ふ
え
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
陣
容
保

険
は
、
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
に
対
し
十
二
月

末
ま
で
加
入
で
き
る
よ
う
特
例
を
認
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

安
い
掛
金
で
万
一
の
保
仰
を
し
ま
す
。

十
人
以
上
の
ス
ポ
ツ
団
体
や
社
会

教
育
団
体
の
構
成
貝
が
加
入
で
き
、
ひ

と
り
当
り
年
間
百
円
か
ら
二
千
六
百
円

ま
で
の
保
険
料
で
、
死
亡
(
百
万
円
)

の
ほ
か
後
退
陣
容
、
医
療
保
険
金
も
支

払
わ
れ
ま
す。

加
入
の
手
続
き
は
町
民
セ

ン
タ
ー
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
急
い
で
加
入
し

事
A
F
'

し
ド
4T今一，。

ニ
カ
ン
岳
に
登
山
道
と
栂
柱

砂
金
採
取
の
ロ
マ
ン
を
秘
的
、
町
の
鹿
史

を
語
る
カ
ニ
カ
ン
岳
を
観
光
の
名
所
に
と

今
金
山
岳
会
の
協
力
で
美
利
河
別
林
道
か
ら

頂
上
ま
で
(
約
八
J
)
の
登
山
道
を
整
備
、

引
き
ウ
ス
跡
な
ど
に
糠
柱
を
立
て
ま
し
た
。

=広報E

トヒ~クス

(8) 

-
町
内
小
忠
霊
白
書
道
、
美
術
展

三
百
八
十
八
白
が
展
示
さ
れ
、
十

一
月

一
日
か
ら
十
日
間
町
民
セ
ン
タ
ー
で
聞
か

れ
ま
し
た
が
、
審
査
の
結
果
、
次
の
人
の

作
品
が
道
中
央
服
に
出
品
さ
れ
ま
す
。

守
美
術
波
辺
孝
子
(
今
金
小
)
日
州

洋
子

(今
金
中
)
マ
脅
迫
山
崎
秀
志
郎

(
神
丘
小
)
蛭
子
井
信
雄
(
美
利
河
中
)

金

丸

武

(

良

治

長

男

)

中

里

石

戸

谷

啓

(

椛

長

男

)

中

里

鎌

田

恕

葉

(

裕

長

女

)

稲

穂

山
崎
優
子
(
武
美
二
女
)
末
広
町

須
甲
亜
希
子
(
五
郎
長
女
)
南
栄
町

秋

田

隆

(

正

夫

二

男

)

末

広

町

千
葉
洋
明
(
附
雄
三
釣
)
細

川

海
浴
佳
位
子
(
春
闘
力
長
女
)
日
出
町

固
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

原

因

智

恵

(

民

泊

二

女

)

樋

川

中
林
功
品
(
清

一
二
男
)
旭

町

田

畑

里

恵

(

弘

雄

一
一
女
)
八
束

河

田

直

樹

(

正

芳

長

男

)

神

丘

四

M

い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

丸
山

総

子

(

良

祐

長

女

)

奨

利

河

佐

藤

弘

一

u伊
藤
千
抽
伸
子
鈴
金

発
行
北
海
道
今
金
町
‘
喝
絹
革
韓
輯
企
画
課
印
刷
・
長
門
出
肱
社

杉

内

浩

二
H

加
我
と
も
子
昭
和
町

佐

藤

政

寿

H
高

野

文

子

稲

川

伊
藤

利
息
H
安

藤

郁

子

中

里

遠
山
紀
代
次
H

林

淳

子

樋

川

園
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

菱

田

柑

一

五

十

九

歳

八

東

国

中

ヨ

キ

九

十
二
歳

鈴

金

井

白

則

利

零

歳

緑

町

加

藤

シ

ヅ

六

十

一

歳

緑

町

佐

藤

末

松

五

十

九

歳

花

石

大

西

信

明

八

十

歳

八

幡

町
(九
月
分
)

発

行

胡

U
・
ぬ

iiif円に
比べて

人口 10， 331 (-250) 

男 5，106( -86) 

女 5，225(-164) 

世帯 2，709 ( -30) 

(f~ 月 29 日現在の)
住民基本台帳人口


